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　意図（活動により対象をどのような状態にしたいのですか）

自然に触れ、親しむことでふるさとの良さを知り、ふるさとを愛する心を養う。
自然体験を通して他と協力する態度と生きる力を育成する。

H22年度の事業概要 H25年度の事業計画
H23年度の

事業概要・計画
H24年度の事業計画

０１

事業期間

施　　策

細 施 策

歴史と文化の薫りが暮らしを彩る教育と住民自治のまちづくり

　予算細々目名

青尐年教育の充実

平成 年度年度青尐年教育充実事業（わんぱくトライアル）

００３

平成

細目
根拠法令・条例、関連計画等

　家庭を離れ、恵まれた自然環境の中で異年齢による活動を通して、自然に触れ、遊び、自然を学ぶこ
とにより、ふるさとの良さを知り、体験することでふるさとを愛する心を培う。（出水市出身者の子ど
もを含む。）

期日；８月１０日～１２日
　　　　（２泊３日）
対象；（４事務事業の対象参

照）

内容；野外冒険活動（川遊び）

　　　市民の森ハイク
　　　 星空観察
　　　 テント泊
　　　 野外炊飯、クラフト活動
　　　 キャンプファイヤー

参加者数；３３人
　　　　（市外から１人）

期日；８月９日～１１日
　　　　（２泊３日）
対象；（４事務事業の対象参

照）

内容；野外冒険活動（川遊び）

　　　市民の森ハイク
　　　 星空観察
　　　 テント泊
　　　 野外炊飯、クラフト活動
　　　 キャンプファイヤー

参加者数；３６人
　　　　（市外から１人）

平成２３年度事業の継続 平成２４年度事業の継続

平成２３年度　実施計画作成・事務事業評価（事後評価）シート

青年の家 内線

実施計画
１　基本事項

草野芳人部等名 教育部 課等名 記入者名

０６
項

18

１０

総合計画上の
位置付け

基本方針

事務事業名

社会教育の充実②

０５青年の家主催事業（わんぱくトライアル）

手段（対象に対してどのような活動を行うのですか）

目会計 款

　対象（誰・何に対して行う事業ですか）
４　事務事業の対象・手段・意図

３　事務事業の概要

２　事務事業の目的（何のためにするのですか）

異年齢によるグループによる活動班の編制
青年の家及び市民の森周辺の自然を活用した体験活動の実施

小学校４年生～６年生までの児童
（本市出身者の子どもも含む。）
定員３５人程度



040

※　活動指標・・・事業内容を示す数値（ボランティア講座開催回数、道路整備延長距離など）
※　成果指標・・・施策・事務事業の目的達成度を示す数値（ボランティア実施者数、渋滞緩和率など）

□ 拡大 ■ 継続 □ 改善
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

□ 拡大 ■ 継続 □ 改善
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

□ 拡大 ■ 継続 □ 改善
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

15

100

1

100

10

100

２泊３日 ２泊３日 ２泊３日

1

数値なし

15

100％

２泊３日

参加者の満足度（事後アンケート）
（とても満足・満足）

　今後の方向性（総合評価）

①

② 出水市出身者の子どもの参加

指 標 名 単位

日 ２泊３日事業実施日数

目標
区分

最終目標
年度

事務事業評価（事後評価）

実績 目標値

１　指標の推移
23年度22年度

５　今後の方向性、改善案等（最終評価）

　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

３　今後の方向性、改善案等（一次評価）

４　今後の方向性、改善案等（二次評価）

　方向性の理由、改善案等

事業内容について更に充実を図る。
今後、本市出身者の子どもの参加促進を考えている。
市外在住者へは、早めに広報し参加を促す。

より効率的・効果的な事業展開を図りながら継続とする。

　市と受益者との負担割合は妥当ですか（受益者負担がある場合に記入してください）

■ は　い 理由

3，500円（食事代）は妥当と考える。
いいえ

　成果指標を下げずにコスト削減の余地はないですか

■ な　い 理由

□ 

な　い 理由

本所及び市民の森を含めた有効活用という点からも可能性は尐ない。
□ あ　る

そ
の
他

　他の市町村では、実施している事業ですか

　新学習指導要領等でも自然体験活動が重視され、今後ますます需要は増えてくると考えられる。
　ネーミングは違うものの自然体験活動の機会を維持・増加させようとしている市町村が多い。

自然の中で子どもたちの活動を安全に行うためと事業内容から現在の事業費は必要である。

■

□ あ　る

　類似事業の有無と統合の可能性はないですか（市以外の取組含む）
効
率
性

■

目標
25年度
目標

な　い

□ 

あ　る

参加者全員が「満足した・とても満足した」と回答している。今後も更にプログラム内容の充実を図りた
い。
多くの出水市出身者の子どもにもふるさとの良さを味わってもらうために広報のあり方を工夫する。■ あ　る

活
動
指
標

24年度

②

理由

①

有
効
性

　成果指標を向上させる余地はないですか

理由
参加申込を受け付け開始してから3日で定員を超えるところからニーズは高い。
ふるさとの自然を知り、学び、親しむことで愛する子どもの育成は、将来の出水にとっても欠かせないこと
である。□ 

二次評価と同様に継続とする。

人

　廃止・休止した場合の影響はありますか

な　い

２　評　　　価

成
果
指
標


